
tsumishima.com
www.wtp.co.jp
（株）ワールドツアープランナーズ © 2012

World Tour Planners Co.,Ltd.
All Rights Reserved.

世界を回る細田健太郎が見たホホジロザメと野生動物たち。
生き物たちの力強さと非日常的な日常が広がる
南アフリカをご紹介します。
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　「水面が爆発した！」と思った瞬間、黒い巨大な物体が躍り上がっ

た。ホホジロザメのブリーチングは息をのむほどの力強さに満ちて

いた。ザトウクジラのブリーチングも迫力があるが、瞬発力という点

では、ホホジロザメのほうがまさっている気がする。例えるならナイ

フのようにシャープな印象だ。

　南アフリカにはホホジロザメが生息している海域がいくつかあ

る。今回僕が訪れたのは、その中の一つ、ケープタウンからクルマで

約2時間30分ほど走ったガンズバイ（Gansbaai）という小さな町だ。

この町の沖には、シールアイランドと呼ばれる島があり、ミナミアフ

リカオットセイ(Cape seal)が約50,000頭生息している。ホホジロザ

メはこれらを餌にしているため、この海域に集まってくるという。

　ホホジロザメのブリーチングを見るためには「デコイ」と呼ばれ

る、木で作られたオットセイの模型をトローリングのように船から

引っ張り、ホホジロザメをおびき寄せる方法で行われる。野生の

オットセイを襲うのを見るのは、かなり確率が悪いためだ。「デコ

イ」を使ったトローリングでも最初の

ブリーチングまで50分くらいは時間

がかかった。その間、ファインダーを

覗いたまま、カメラを構えっぱなし

だ。なにしろホホジロザメはいつ飛

ぶか分からない。もしちょっと気を抜

いたときに撮りそこねたら後悔して

もしきれない。神経を張り詰めた待

機の時間は、ホホジロザメの出現で

一瞬にして破られた。想像以上に迫

力があり、まさに度肝を抜かれると

いう体験だった。South Africa &
Namibia
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　子供の頃に観た映画「Jaws」は刺激が強すぎて、しばら

く海に行くのが怖かった。海で泳いでいると、いきなり巨

大なサメが現れるんじゃないかと本気で心配していた思

い出がある。ダイビングを始めてからも、ホホジロザメは

一度は見てみたいけど丸腰で出会うのはちょっと遠慮願

いたい、憧れと恐怖が混ざった想いを持っていた。そんな

怖いイメージ満載のホホジロザメを水中で撮影すること

になった。

　スキッパーが魚の脂やミンチをバケツで海に撒き、ケー

ジを海に下ろし舷側に固定する作業が始まった。餌を巻き

始めて15 分もしないうちに、「Great white shark!」と叫ぶ

声が聞こえた。水面をゆっくりと横切る黒い影。ボートの真

下を横切る姿を見ると、改めてその巨大さに驚く。一番大

きなものは全長5m近くありそうだった。餌のマグロに噛

み付こうとしてギザギザの歯をむき出しにするのを見る

と、これには噛まれたくないなと思う。「水に入ったら映画

のような恐怖心が湧くかな」と思ったが、実際に出会って

みると怖さは全く感じなかった。なにしろケージの中に入

るので、噛み付かれる心配はなく安心して撮影できる。そ

して何よりも撮影に夢中になってしまうと、恐怖心など感

じているヒマはない。おそらくカメラマンは皆そうなのだ

ろう。長年の夢だったホホジロザメに出会い、改めて世界

は広いなと感じた。見たことがない生き物や、風景を求め

て世界を巡りたいという想いが強くなった。

映画「Jaws」を見た後、
 海に行くのが怖かった。
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　ホホジロザメを撮影した後、そのままクルマで南アフリカから国境を越

えてナミビア、ボツワナを撮影しながら3週間かけて回る旅に出た。南部の

3カ国だけとはいえアフリカは広い、一日の走行距離が1,000kmを超えるこ

とが何日かあり、トータルの走行距離は10,000kmを超えた。時には地平線

まで一直線のような道路を走り、アフリカの大地の果てしない広さを実感

した旅だった。

　ナミビアには世界最古の砂漠と言われるナミブ砂漠がある国だ。夕日を

浴びてアプリコット色に染まる砂丘は息をのむほど美しい。もしかしたらこ

の風景は、太古の地球とそれほど変わらないかもしれない、と思いながら

夜の帳が下りてくるまで撮影を続けていた。

　旅の途中、ナミビアのケープクロスで驚きの光景を目にした。ミナミアフ

リカオットセイが海岸を埋め尽くしている。この密集度がスゴイ。辺り一帯

がオットセイだらけ。そして、さらなる驚きは「強烈な獣の匂い！」。動物園の

匂いを50倍くらい強めた臭気が辺り一帯に漂っている。これだけの海獣が

集まっているのだから当然と言えば当然だが、それにしても臭い。このエリ

アにはピーク時には10万頭ものオットセイが集まるという。僕が訪れたと

きは、かわいい子供のオットセイもいて、愛嬌を振りまいていた。

10万頭のオットセイが集まるケープクロス
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一般道で野良キリンと遭遇する
　ナミビアの道路を走っていると、目を疑うような光景が

目に飛び込んできた。道路をキリンが歩いている。アフリ

カには国立公園が数多くあって、野生動物が保護されて

いる。国立公園によっては、プライベートカーで自由に野

生動物を見ることもできる。しかし、まさか普通の道路で

キリンと出会えるとは思っていなかった。言うならば野良

キリンということだろう。クルマを停めて外に出ると、キリ

ンがこちらをジッと見ている。キリンを驚かさないように、

そぉーっとカメラを構えて写真を撮る。日が暮れようとす

るナミビアの田舎道で、キリンと見つめ合った体験が妙

に印象に残った。

　ボツワナのキャンプ場では、サイト内にカバが入ってき

たことがあった。キャンプ場に面した川には柵らしきもの

があるのだが、ところどころ壊れていて隙だらけ。アフリカ

で野生動物に襲われる事故で一番多いのが、カバによる

ものだという。カバは気が荒らいので最も危険とのこと。

ビビりながらも遠目から望遠レンズで撮影していると、カ

バにギロリと睨まれた。その眼つきがものすごく悪く、

はっきり言ってメッチャ怖い。あまり近づくと本当にヤバ

そうなので、セキュリティを呼びに行った。セキュリティの

お兄ちゃんは、「ノープロブレム」と言うと、手製のスリン

グショット（パチンコの強力なもの）を取り出した。「パチン

コでカバを撃退できるの？」と半信半疑で見守る。スリン

グショットを引き絞り、カバに向かって石を放つ。石がカバ

に当たるとビシッと鋭い音が響く。なかなかに強力だが、

カバは痛そうな素振りは見せない。皮が厚いためなのか、

神経がニブイのか。それでも何発か当てると、しぶしぶ川

に戻っていった。「このスリングショットがあれば、ライオン

でも撃退出来る」と誇らしげに言うナミビア人のセキュリ

ティ。さすが地元民は強い。

　夜、テントで寝ていると、近くでバキバキと大きな音し

た。何事かと思ったらゾウが葉っぱを食べにきていた。

キャンプ場にはワイヤーの柵があり、電気が流れていて野

生動物は入ってこれないとのことだったが、本当にちゃん

と機能しているのか。カバの例もあるし信用できない。結

局、そのうちにゾウはどこかに行ってしまったが、いねがて

の夜を過ごすことになった。アフリカは普段体験できない

驚きに満ち溢れていた。
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●国名：南アフリカ共和国 ●ビザ：90日以内の観光には不要。ただし、入国時に帰りの航空券が必要。 ●パスポートの有効残存期間：南アフリカ出国後30日以上の残存期間が必要。また残存余白ページが南アフリカ入国時1ページ以上（日本出国時に2ページ以上）が必要。 ●言葉：アフリカー
ン ス語、英語、ズールー語等、11の公用語がある。 ●通貨：ランド（ZAR） 1ランド＝約9.5円（2011年12月現在） ●時差：日本より7時間遅い。日本が正午の時、南アフリカは朝5時。 ●治安：特に都市部では十分な注意が必要。場所によってはかなり危険。 ●チップ：あり。レストラン、バーなどでは料
金の10%程度を。 ●電圧：220～240v　50Hz ●プラグ：南アフリカ独自仕様。（B3タイプに似ているがサイズが異なる）現地の空港等で購入可能。 ●水：水道水は飲めるが、ミネラルウォーターが望ましい。 ●アクセス：日本から南アフリカのケープタウンへの直行便は運行されていない。経由便は様々なエアラインが飛んでいる
ので、各経由地で乗り換えてアクセスが可能。東京発の例を挙げると南アフリカ航空の利用で、香港とヨハネスブルクを経由して約24時間、エミレーツ航空を利用しドバイ経由で約26時間、また、シンガポール航空利用のシンガポール経由で約24時間等、他多数。ケープタウンからガンズバイまでは、クルマで約2時間30分。
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